
・中川村では過疎化対策として若者定住促進住宅、宅地分譲等を進めており、多くの若者が居住・定住して
いる。特に就学前の幼児をかかえた子育て世帯が多いため、それらへの支援の充実が必要であった。 

・施設利用者数は、平成22年度の目標値2,000人に対して、平成19年度実績が6,865人であった。


↑利用者にとって便利な商業施設内の空きスペースを活用して子育て支援施設を整備



